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町
民
文
芸

遠山 篤雄

佐藤今朝弘

雄 大

和 洋
ま  り

亡】

(住所)(遺 族)(儒)(死亡者)(無X年月盲)

菊地 重治 8160.6.4
工藤 亮介 母 工藤セキノ 78

野尻 惟通 ″ 野尻 ツジ 81

林   勝 祖母 林 トメカ 87

森  助郎 父 森   至 91

黒木  豊 母 黒木力子ノ 89

婚】

名) (住 所)(婚姻届年月日

後 白 森 後 阿 本 後 後 森 後

藤 石  藤 部 田 藤 藤  藤

春 政 正  夕 訓 チ や 政 法
ツ     よ

嵐 憲 六 固 工 子 工 い 隆 龍

`リ

ト

野 長 熊 草 馬 草 熊 野 野 熊

尻 友 谷 村 原 村 谷 尻 尻 谷

里 た つ あ そ 鶴 起 誓 さ 紫
つ  つ の  代  だ

女 子 子 代 女 代 女 道 む 雲

句

山
霧
は
横
に
流
れ
し
峠
口

梅
雨
明
け
を
知
ら
す
や
蝉
の
初
音
か
な

句
碑
そ
こ
に
根
子
と
向
い
て
白
南
風
や

吹
く
風
に
青
葉
白
け
き
雨
近
し

夏
の
日
を
く
ま
な
く
浴
び
て
野
良
仕
事

長
雨
に
太
陽
知
ら
ず
ポ
ピ
ー
散
る

逝
く
人
や
野
辺
の
別
れ
の
に
わ
か
雨

野
あ
ざ
み
が
野
路
を
覆
い
て
衣
を
と
う
す

効
く
と
云
ふ
土
用
の
■
の
日
灸
据
え

戦
史
読
む
歯
科
医
の
窓
に
梅
雨
の
雨

広 朝

第 312号

昭和60年
月

お も な 内 容

□ 疲労・居|IL(り にご用心

夏の交通事故防IL運動………………………

□ li:民の熱意に基金拠出 (国 労熊本地方本部)

□ 初盆を迎えるご家庭……………………………

□ 高原にマンドリンの計

(は なしのぶコン十一 卜)……

□ 中央公民館だより…………………………………

人 口

-6月 30日 現在一

8,999人 晏 Iil::::炎

世帯数………………・・2,597

転入 31  出生 11

転出 27  死亡 6

早 く泳 げ るよ うにな りた いな

学校は長い夏休みに入り、子供たちの日課はプール通いです。休

みが短い保育園でもプール遊びは園児の楽しみ。ここ草部南部保育

園 (野尻須恵子園長、30人)では午前中の約一時間、国内にあるプ

ールで水遊びを楽しんでいます。早く泳げるようにとバタ足や顔を

水につける練習、保母にささえてもらって、水に浮く練習をしてい

ます。

Ｅ
三
〓

発行 阿蘇 郡 高森町 役 場  TEL(高 森局09676)② llll〔代表〕
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西田 忠洋

啓   り;  6.15●

●   ●

甲 斐
(中山)

和 田
(後藤)

r夫 住 吉
妻ヽ (西川)

r夫 後 藤
妻ヽ (岡本)

永野原 永野原
天草郡天草町

森 日召 和
津日 高尾野

見 井 上
蘇郡長陽村

1京

畑

‐ 森 横 町
蘇郡蘇陽町

1 森 本寸 山
蘇郡阿蘇町

●

伸
び
／
ヽ
と
日
毎
に
黍
の
た
く
ま
し
く

西
瓜
売
り
信
じ
て
大
き
西
瓜
買
ふ

紫
陽
花
や
今
日
好
日
の
目
覚
め
ど
き

返
事
し
て
浴
衣
干
し
つ
ヽ
こ
ち
向
か
ず

ひ
ら
め
き
し
句
を
雷
鳴
に
忘
れ
け
り

達
者
か
と
電
話
の
便
リ
ホ
ト
ゝ
ギ
ス

眠
る
子
に
母
の
団
扇
の
ゆ
る
や
か
に

係
訪
ね
行
き
し
夜
店
の
人
形
買
ふ

奥
阿
蘇
の
曲
り
曲
り
に
月
見
草

梅
雨
明
け
も
間
近
と
思
ふ
も
つ
れ
蝶

◎
社
会
福
祉
協
議
会

∧
香
典
返
し
∨

〉
野
尻

。
河
地
の
野
尻
惟
通
さ
ん
か
ら

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（母
、
ツ
ジ
さ
ん

。
８１
歳
死
去
）

▽
河
原

・
黒
岩
の
森
助
郎
さ
ん
か
ら

（父
、
至
さ
ん

。
９１
歳
死
去
）

▽
高
森

。
上
在
の
荒
牧
末
喜
さ
ん
か
ら

（妻
、
鈴
さ
ん
。
７３
歳
死
去
）

▽
高
森

・
津
留
の
林
勝
さ
ん
か
ら

（祖
母
、
ト
メ
カ
さ
ん

。
８７
歳
死
去
）

∧

一
般
寄
付
∨

▽
南
阿
蘇
民
謡
会
か
ら
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
シ
ョ
ー
の
収
益
金
の
一
部

▽
高
森
校
区
婦
人
会
か
ら
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
バ
ザ
ー
ル
の
売
上
金
の
一
部

〉
永
野
原

・
小
檜
木
の
都
福
男
さ
ん
か

ら
、
病
気
見
舞
の
返
礼
に
か
え
て

◎
老
人
ク
ラ
ブ

▽
野
尻

・
河
地
の
野
尻
惟
通
さ
ん
か
ら

「
ふ
も
と
会
」
へ

▽
上
色
見

。
前
原
の
後
藤
大
和
さ
ん
か

ら

「
和
楽
会
」
へ

▽
高
森

・
上
在
の
荒
牧
末
喜
さ
ん
か
ら

「
城
山
会
」

ヘ

▽
矢
津
田

・
高
尾
野
の
岩
下
政
義
さ
ん

か
ら

「
矢
中
会
」

ヘ

▽
永
野
原

・
小
楢
木
の
都
福
男
さ
ん
か

ら

「
明
寿
会
」

ヘ

◎
そ
の
他
の
寄
付

〉
大
坂
了
也
草
部
南
部
小
学
校
長
か
ら

「
草
部
子
ど
も
会
」

へ
金

一
封

取
材
に
伺
い
ま
す

「
広
報
た
か
も
り
」
に
対
す
る
意
見

や
提
言
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
身
近
な
出
来
事
や
話
題
も

企
画
課
広
報
統
計
係
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
、
取
材
に
伺
い
ま
す
。
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キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
交
流

「
勤
労
青
少
年
の
日
」
記
念
行
事

若
人
の
つ
ど
い
に
百
六
十
人

勤
労
青
少
年
の
日
の
記
念
行
事
、「

８５

ひ
の
く
に
働
く
若
人
の
つ
ど
い
」
（県
、

熊
本
婦
人
少
年
室
、
県
勤
労
青
少
年
福

祉
員
連
絡
協
議
会
主
催
」
が
、
七
月
二

十
、
二
十

一
日
の
両
日
、
南
阿
蘇
国
民

休
暇
村
オ
ー
ト
キ

ヤ
ン
プ
場
で
開
か
れ

マ
キ
を
燃
や
し
て

ゆ
と
り
を
も
っ
て
安
全
運
転
を

毎
年
夏
は
盆
休
み
の
帰
省
、
夏
休
み

を
利
用
し
た
長
距
離
の
レ
ジ
ャ
ー
交
通

や
、
暑
さ
に
よ
る
過
労
と
注
意
力
の
低

下
、
さ
ら
に
休
み
中
の
子
供
、
老
人
の

戸
外
活
動
が
活
発
に
な
る
な
ど
の
原
因

か
ら
、
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及

徹
底
、
街
頭
指
導
や
取
り
締
ま
り
の
強

化
に
よ
り
、
痛
ま
し
い
交
通
事
故
を
防

止
し
よ
う
と
、
七
月
二
十
日
か
ら
八
月

三
十

一
日
ま
で
、
夏
の
交
通
事
故
防
止

運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

県
警
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
昨
年
夏

ま
し
た
ｃ

こ
の
催
し
は
、
県
内
で
働
い
て
い
る

若
者
を
対
象
に
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も

の
で
、
本
町
で
開
か
れ
る
の
は
五
年
ぶ

り
。
県
内
の
事
業
所
の
若
者
、
十
二
人

の
外
国
か
ら
の
教
育
機
関
留
学
生
ら
、

の
事
故
防
止
運
動
期
間
中
、
千
三
百
二

十

一
件
の
交
通
事
故
が
発
生
、
十
五
人

が
死
亡
、
千
六
百
八
十
二
人
が
け
が
を

し
ま
し
た
。

運
動
の
重
点
目
標
は

☆
子
供
の
交
通
事
故
防
止

☆
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

☆
暴
走

・
過
労

・
飲
酒
な
ど
無
謀
運
転

の
防
止

☆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

の
推
進

と
な
っ
て
い
ま
す
。

夏
は
事
故
が
急
増
し
ま
す
。
と
く
に

過
労
運
転
、
速
度
違
反
、
わ
き
見
運
転

に
よ
る
事
故
が
多
く
な
り
、
さ
ら
に
二

輪
者
の
死
亡
、
重
大
事
故
が
多
い
と
い

っ
た
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。

◎
子
供
に
は
ご
用
心

子
供
は
大
人
に
は
考
え
ら
れ
な
い
行

動
に
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
母
親
が

手
本
を
示
し
、
と
び
出
し
を
し
な
い
こ

と
、
正
し
い
横
断
の
し
か
た
な
ど
わ
か

り
や
す
く
子
供
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

運
転
者
は
子
供
を
見
か
け
た
ら
除
行

す
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
暴
走

・
過
労
運
転
は
し
な
い

海
水
浴
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
レ
ジ
ャ

ー
の
た
め
必
然
的
に
長
距
離
運
転
と
な

り
、
帰
り
は
疲
労
が
出
て
き
ま
す
。
余

裕
の
あ
る
計
画
を
立
て
、
疲
れ
を
感
じ

た
ら
早
目
に
安
全
な
場
所
に
草
を
止
め

て
休
む
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
、
無
謀
運

転
は
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
を
肝

に
銘
じ
、
法
定
速
度
を
守
り
安
全
運
転

に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
夜
間
は
＋
分
な
確
認
を

夜
間
は
催
し
物
や
夕
涼
み
な
ど
で
外

出
す
る
人
も
多
く
、
道
路
横
断
中
に
車

に
は
ね
ら
れ
る
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

運
転
者
は
歩
行
者
や
自
転
車
の
行
動
を

十
分
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
歩
行
者
も

反
射
材
が
つ
い
た
タ
ス
キ
な
ど
を
身
に

つ
け
ド
ラ
イ
バ
ー
に
存
在
を
知
ら
せ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

夏 の 交 通 事 故 防 止 運 動

重大事故につながる疲労・居眠り運転

約
百
六
十
人

が
参
加
、
こ

の
う
ち
本
町

か
ら
は
十
九

人
が
参
加
し

ま
し
た
。
開

会
式
の
あ
と

卜

一
の
班
に

分
か
れ
て
、

キ
ャ
ン
プ
村

入
り
し
、
共

同
生
活
を
通

じ
て
交
流
し

ま
し
た
。
飯

ご
う
を
使

っ

て
の
夕
食
の

九
月
か
ら
道
交
法
改
正

ンヽヘ‐プレ」
ヘノ
い
着
用
を
義
務
づ
け
る

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
、　
ヘ
ル
メ
ツ
ト
着
用
が
義

務
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
の
義
務

―
―
六
十

一
年
七
月
五
日
か
ら

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い
で
原
付

自
転
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ

違
反
す
る
と
一
点
減
点
さ
れ
ま
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
万

一
の
事
故
の
と
き

頭
を
守
る
も
の
で
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク

か
Ｓ
マ
ー
ク
の
つ
い
た
も
の
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
義
務

―
―
九
月

一
日
か
ら

●
現
在
、
高
速
道
路
上
で
は

「
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
改
正
で

は
着
用
を
法
的
に
義
務
化
し
、
違
反
者

は
一
点
減
点
さ
れ
ま
す
。

②

一
般
道
路
で
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
な
い
で
自
動
車
を
運
転
す
る

こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

③
全
道
路
で
、
助
手
席
の
人
に
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
さ
せ
な
い
で
自
動
車
を

運
転
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

騒
音
を
発
す
る
走
行
等
の
禁
止

―
―
九
月

一
日
か
ら

自
動
車
や
原
付
自
転
車
を
運
転
す
る

と
き
、
急
発
進
、
空
ぶ
か
し
、
速
度
を

急
に
上
げ
る
な
ど
正
当
な
理
由
が
な
い

の
に
著
し
く
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
騒

音
を
出
す
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。
違

反
す
る
と

一
点
減
点
さ
れ
ま
す
。

●   ●

●   ●

準
備
で
は
、　
マ
キ
が
思
う
よ
う
に
燃
え

ず
、
悪
戦
苦
闘
の
班
も
。
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
も
行
わ
れ
、
各
班
と
も
カ
レ
ー
と

野
菜
サ
ラ
ダ
に
腕
を
ふ
る
っ
て
い
ま
し

た
。
夕
食
後
は
キ
ャ
ン
プ
フ

ア
イ

ヤ

ー
、
地
域
の
紹
介
や
歌
、
ゲ
ー
ム
で
楽

し
み
ま
し
た
。
テ
ン
ト
に
帰

っ
た
若
者

た
ち
は
外
国
人
留
学
生
を
囲
ん
で
、
夢

や
希
望
を
夜
遅
く
ま
で
、
語
り
合

っ
て

い
ま
し
た
。

翌
日
は
六
時
に
起
床
。
ラ
ジ
オ
体
操
、

朝
食
の
あ
と
全
員
で
小
倉
原
ま
で
の
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
行
い
、
午
前
十

一
時

過
ぎ
、
キ
ャ
ン
プ
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

み
ん
な
の
ス
ポ
ー

ツ
阿
蘇
南
部
大
会

九
月
に
本
町
で

阿
蘇
南
部
六
カ
町
村
教
育
委
員
会
の

共
同
行
事
「
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

が
今
年
は
九
月
二
十
九
日
の
日
曜
日
に

本
町
で
開
か
れ
ま
す
。

大
会
の
内
容
は
、
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（夫
婦

・
混
合
）
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
イ
キ

ン
グ
、
栄
養
教
室
で
す
。

本
町
で
は
こ
の
う
ち
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ

イ
キ
ン
グ
を
目
玉
行
事
と
し
て
、
南
阿

蘇
国
民
休
暇
村
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

秋
の
そ
よ
風
の
中
、
野
の
花
と
た
わ
む

れ
な
が
ら
親
子

・
家
族

。
友
だ
ち
と
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
申
し
込
み
、
問
い
合

わ
せ
は
中
央
公
民
館

へ
ど
う
ぞ
。
九
月

十
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

新=
中
央
公
民
館
で
は
毎
年
、
図
書
室
の

充
実
を
図

っ
て
お
り
、
今
年
も
百
八
十

三
冊
の
本
を
購
入
し
ま
し
た
。

児
童
向
け
に
は

「
日
本
音
話
」

「
世

界
昔
話
」
、
生
徒
向
け
に
は
「
三
銃
士
」

「
世
界
文
学
全
集
」

「
世
界
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
全
集
」
、　
一
般
向
け
と
し
て

「
ふ
る
さ
と
発
見
肥
後
路

を
行

く
」

「
グ
リ
コ
●
森
永
事
件
」

「
か
ん
こ
ろ

も
ち
の
島
で
」

「
人
は
な
ぜ
強
く
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
」
な
ど
、
多
く
の
ジ

ャ
ン
ル
か
ら
購
入
し
ま
し
た
。

図
書
室
は
皆
さ
ん
に
自
由
に
使

っ
て

い
た
だ
く
ょ
う
、
平
日
は
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
．
土
曜
日
は
午
前
九

時
か
ら
、
正
午
ま
で
開
け
て
い
ま
す
。

〓
　

一一　

一一　

一一　

一一　

一一　

一一　

一一　

一一　

一

し
い
本
が
そ
ろ
い
ま
し
た

図
書
室
を
自
由
に
お
使
い
く
だ
さ
い

肥

後

狂

句

（
阿
蘇
御
神
火
会
）

も
う
大
切
　
銭
か
ら
先
イ
頂
だ
こ
う

貰
い
ば
か
り
　
気
の
毒
い
な
る
焼
け
太
り

今
が
峠
　
騎
る
平
家
の
例
も
あ
る

大
音
響
　
ア
ジ
ト
教

へ
た
如
た
る
ミ
ス

大
音
響
　
夜
中
に
ジ
ャ
ン
プ
し
た
ダ
ン
プ

今
が
峠
　
さ
ぞ
焼
香
の
辛
か
ろ
う

貰
い
ば
か
り
　
趣
味
で
が
じ
む
る
ば
あ

っ
か
り

今
が
峠
　
危
険
水
位
の
見
え
か
く
れ

大
音
響
　
昔
し
気
質
の
抜
け
ん
父

も
う
大
切
　
貸
し
家
で
懲
り
た
居
住
権

ま
た
図
書
室
の
利
用
が
不
便
な
方
の
た

め
に
、
移
動
図
書
が
定
期
的
に
町
内
を

巡
回
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
図
書
室
に
備
え
て
ほ
し
い
本

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
中
央
公
民
館

（
奮

ニ
ー

一
七
九
二
）
に
ご

連

絡
く

だ
さ

行

事

予

定

〇
八
月
九
日
　
防
犯
大
会
＝
蘇
陽
町

〇
八
月
十
七
日
　
城
北
地
区
四
半
的
大

会
＝
高
森
小
学
校
体
育
館

〇
八
月
十
八
日
　
少
年
剣
道
招
待
錬
成

大
会
＝
高
森
小
学
校
体
育
館

浦 山 林 篠 松 林 石 馬 田 岡

塚 村 田 田 野  田 原 [1本

1打 不 一 ナL笑 不 詩 鳴 黙 琴
ユミ
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山
火
事
予
防
ポ

ス

タ
ー
と
標
語
募
集

林

野

弘

済

会

林
野
弘
済
会
で
は
、
山
火
事
予
防
ポ

ス
タ
ー
原
画
と
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

◎
ポ
ス
タ
ー
原
画

□
応
募
資
格
　
中
学
生
、
高
校
生

□
図
柄
　
山
火
事
の
恐
ろ
し
さ
と
そ
の

防
止
を
強
く
表
現
し
た
も
の

回
用
紙
　
Ｂ
三
版
と
し
、
縦
長
に
使
用

し
て
く
だ
さ
い

□
色
彩
　
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

□
文
字
　
山
火
事
予
防
の
文
字
を
必
ず

入
れ
て
く
だ
さ
い

□
応
募
方
法
　
作
品
の
裏
に
学
校
名
、

学
校
所
在
地
、
学
年
、
氏
名

（
ふ
り
が

な
）
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

□
締
め
切
り
　
九
月
十
日

□
賞
　
▽
農
林
水
産
大
臣
賞
二
点
　
▽

文
部
大
臣
賞
二
点
　
▽
消
防
庁
長
官
賞

二
点
　
▽
林
野
庁
長
官
賞
二
点
　
▽
全

国
森
林
組
合
連
合
会
長
賞
二
点
　
▽
林

野
弘
済
会
長
賞
十
点
　
▽
住
作
数
点

◎
標
語

□
内
容
　
山
火
事
の
恐
ろ
し
さ
と
こ
れ

の
予
防
、
森
林
資
源
の
確
保
な
ど
を
強

く
表
現
し
た
も
の

□
応
募
資
格
　
中
学
生
、高
校
生
、
一
般

今
月
の
支
払
日

12日

“

)

26日 0り

今
月
の
町
の
支
払
日
は
右
の
と

お
り
で
、
支
払
時
間
は
午
前
九
時

か
ら
、
午
後
三
時
ま
で
で
す
。

□
応
募
方
法
　
郵
便
は
が
き
に
一
人

一

句
と
住
所
、
郵
便
番
号
、
電
話
番
号
、

氏
名

（学
生
は
学
校
名
、
学
年
、
学
校

所
在
地
、
郵
便
番
号
、
氏
名
）
を
書
い

て
く
だ
さ
い

□
締
め
切
り
　
八
月
三
十

一
日

□
賞
　
▽
林
野
庁
長
官

・
消
防
庁
長
官

賞

一
点
　
▽
全
国
森
林
組
合
連
合
会
長

賞

一
占
〔　
▽
林
野
弘
済
会
長
賞
八
点

▽
佳
作
数
点

□
送
り
先
　
ポ
ス
タ
ー
原
画
、
標
語
と

も
　
一Ｔ
一
一
一
一　
東
京
都
文
京
区
後
楽

一
丁
目
七
―

〓

一　
林
友
ビ
ル
六
階

財
団
法
人

。
林
野
弘
済
会

交
通
事
故
無
料

相
談
の
ご
利
用
を

日
本
損
害
保
険
協
会

社
団
法
人

ｏ
日
本
損
害
保
険
協
会
熊

本
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
交
通
事
故
の
被
害
者
、
加
害
者
の

た
め
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
、
任

意
自
動
車
保
険

（対
人
・対
物
・車
両
）

の
請
求
手
続
き
の
ほ
か
、
事
故
の
解
決

方
法
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
ｃ

回
相
談
時
間
　
祝
祭
日
を
除
く
毎
日
午

前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
四
十
分

ま
で
、
た
だ
し
土
曜
日
は
正
午
ま
で

（第
二
土
曜
日
は
休
み
）
　

▽
毎
週
水

曜
日
は
午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で
弁
護

十
の
相
談
も
受
け
ら
れ
ま
す

臣
相
談
料
　
無
料

口
相
談
の
方
法
　
来
訪
、
電
話
の
い
ず

れ
も
受
け
付
け
ま
す

回
場
所
　
熊
本
市
水
道
町

一
五
―
三
二

農
専
ビ
ル
六
階

（白
川
公
園
裏
）

熊

本
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

（
雷
〇
九
六
―
二
五
四
―
三
四
七
七
）

増
築

・
改
築
に

住
宅
改
良
資
金

住
宅
金
融
公
庫

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
増
築
。改
築
・

修
繕
工
事
に
必
要
な
住
宅
改
良
資
金
の

融
資
を
行

っ
て
い
ま
す
ｃ

Ｏ
対
象
と
な
る
工
事
　
▽
屋
根
、
雨
ど

い
、
外
壁
の
修
繕
　
▽
建
物
の
か
さ
上

げ
、
ま
た
は
床
を
高
く
す
る
工
事
　
▽

擁
壁
、
塀
、
門
な
ど
の
補
修
　
▽
側
満

工
事
、
屋
外
の
給
排
水
工
事

○
融
資
限
度
額
　
工
事
を
す
る
た
め
実

際
に
必
要
と
す
る
費
用
の
七

割

以

内

で
、
五
十
万
円
か
ら
三
百
五
十
万
円
ま

で○
金
利
　
年
利
六

。
○
禰

○
返
済
期
間
　
十
年
以
内

（元
利
均
等

払
い
）

○
問
い
合
わ
せ
先
　
住
宅
金
融
公
庫
熊

８
月
３１

日
は

国
民
健
康
保
険
税

の
納
期
限
で
す

本
支
所

（
魯
〇
九
六
―
三
二
四
―
二

一

二

一
）奨

学
生
を
募
集

サ
ン
ケ
イ
新
聞
社

サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
で
は
次
の
要
領
で

六
卜

一
年
度

の
奨
学
生

を
募

集
し
ま

す
ｃ

◇
応
募
資
格
　
京
阪
神
、
奈
良
、
和
歌

山
、
滋
賀
の
大
学
、
専
門

（専
修

・
各

種
）
学
校
、
予
備
校

（宅
浪
も
可
）
ヘ

通
学
を
希
望
す
る
男
子

◇
応
募
方
法
　
願
書

（奨
学
会
指
定
）

健
康
診
断
書
、
調
査
書

（
ま
た
は
成
績

証
明
書
）
各

一
通
を
事
務
局
に
郵
送
か

持
参
し
て
く
だ
さ
い

◇
締
め
切
り
　
九
月
三
Ｆ
日
、
十
二
月

二
十
六
日
、
六
十

一
年
二
月
二
十
八
日
、

六
十

一
年
二
月
三
―

一
日

◇
待
遇
　
▽
月
収
十

一
万
八
千
円

（奨

学
金
十
給
料
）

▽
週
休
、帰
省
休
暇
、

有
給
休
暇
有
り
　
▽
部
屋
は
個
室
で
、

食
事
の
ま
か
な
い
付
き

◇
問
い
合
わ
せ
先
　
一Ｔ
五
三
〇
　
大
阪

市
北
区
梅
田
二
丁
目
四
―
九
　
サ
ン
ケ

イ
新
聞
奨
学
会

　

（
雪
〇
六
―
三
四
三

―

一
三
二

一　
内
線
四
五
七

一
）

支
援
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

お
知
ら
せ

の
べ
日
ジ

国
労
熊
本
地
方
本
部
か
ら
高
森
線
に

技

術

協

力

の
申

し
出

国
労
熊
本
地
方

本
部

（小
早
川
Ｆ

介
委
員
長
、
二
十

六
百
人
）
か
ら
南

阿
蘇
鉄
道

（社
長

・
瀬
井
町
長
）
に

二
百
五
十
万
円
余

り
の
拠
出
金
が
贈

ら
れ
、
開
業
後
の

鉄
道
設
備
保
守
点

検
な
ど
に
つ
い
て

技
術
協
力
の
申
し

出
が
あ

り

ま

し

た
。七

月
十
三
日
、

瀬
井
町
長
を
訪
ね

た
小
早
川
委
員
長

●   ●

●   ●

7/13日 市況 高森町森林組合

値

０００

５００

５００

０００

５０〇

一
２００

０００

高

２０

２１

２５

１４

２１

　

８

１６

ス  ギ

長さ

4■1

ヒ ノ キ

4m
3n■

径 級

8～ 13Cm

14～ 22

24～ 28

8～ 13

14へ 1́8

20～ 28

8～ 14

16～ 28

安 値

9,500

17,300

21,000

7,000

15,000

22,000

5,100

9,500

メ
つ

は

「
さ
さ
や
か
で

す
が
、
私
た
ち
連

帯
の
意
を
く
み
と

っ
て
く
だ
さ
い
」

と
現
金
の
入

っ
た

袋
を
手
渡
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し

瀬
井
町
長
が

「
お

金
は
有
効
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
も
利
用
促

進
な
ど
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
同
地
方
本
部

で
は
七
月
上
旬
組
合
員
に
カ
ン
パ
を
呼

び
か
け
た
と
こ
ろ
、
二
百
四
十
五
万
九

千
五
百
円
と
基
金
卜

一
日
五

万

五

千

円
、
そ
れ
に
玉
名
地
区
で
一
般
利
用
客

か
ら
の
百
円
募
金
二
千
八
百
円
、
合
計

三
百
五
十

一
万
七
千
三
百
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。

国
労
で
は
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
止

に
反
対
し

「国
鉄
に
よ
る
存
続
」
を
訴

え
て
い
ま
す
が
、
県
や
企
業
が
経
営
に

参
加
し
な
い
で
、
沿
線
町
村
だ
け
で
運

営
す
る
高
森
線
に
つ
い
て
は
、
レ
ー
ル

は
残
す
と
い
う
、
基
本
方
針
の
共
通
点

と
、
住
民
の
熱
意
に
対
し
、
開
業
後
の

技
術
協
力
な
ど
全
面
的
な
支
援
を
決
め

た
も
の
で
、
今
回
の
基
金
拠
出
も
こ
の

小早川委員長から拠出金を受け取る瀬井町長

旅行友の会が18年間

3m

2n■

11～ 13   22,000
14～ 18   33,000
20´ レヽ28      25,000

梅雨と製品のだぶつきで、全般に安値
でしたが、 ヒノキは品不足で高値となり

ました。

35,000

42,000

高
森
線
を
利
用
し
て
毎
年
旅
行
を
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
今
年
も
こ

の
ほ
ど
三
河
、
伊
勢
方
面
の
旅
を
楽
し

み
ま
し
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は

「高
森
線
旅
行
友

の
会
」

（林
ヒ
サ
ェ
代
表
）
で
、
婦
人

会
の
研
修
会
で
高
森
線
を
利
用
し
た
の

熱田神宮で記念撮影する参加者

(3) 第 312号

新
し

) 、

V｀

町
勢
麗F
ブぐ

覧
で
ユ
―ヤ
C'
ク
ハ

町
で
は
こ
の
ほ
ど
四
年
ぶ
り
に
町
勢

要
覧
を
発
行
し
ま
し
た
。
新
し
い
要
覧

は
Ｂ
二
版
の
八
つ
折
り
で
、
両
面
合
わ

せ
て
Ｂ
五
版
十
六
ペ
ー
ジ
に
あ
た
り
ま

す
。表

紙
は
桜
が
満
開
の
中
坂
峠
か
ら
見

た
根
子

岳
の

カ
ラ
ー
写

真
。
町
の
沿

革
、
地
勢
、
気
象
、
行
政
と
議
会
の
機

構
の
ほ
か
、
国
勢
調
査
、
農
林
業
セ
ン

サ
ス
な
ど

の
統
計

資
料

を
基
に
、
人

口
、
財
政
、消
防
、産
業
経
済
、
建
設
、

保
健
衛
生
、
福
祉
、
教
育
な
ど
町
勢
の

全
般
に
つ
い
て
表
や
グ
ラ
フ
を
使
ち
て

説
明
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
町
花
、
町
木
も
カ
ラ
ー

写
真
で
紹
介
し
ま
し
た
。

要
覧
は
、
町
を
訪
れ
た
町
外
の
人
に

本
町
の
よ
う
す
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め

に
頒
布
し
て
い
ま
す
が
、
ご
希
望
の
方

は
企
画
課
広
報
統
計
係
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

新
し
く
発
行
さ
れ
た
町
勢
要
覧

が
き

っ
か
け
で
、
旅
行
が
好
き
な
人
た

ち
が
集
ま
り
四
十
二
年
に
、
結
成
さ
れ

た
も
の
で
す
。
以
来
十
八
年
間
、
高
森

線

へ
の
乗
車
を
日
程
に
組
み
入
れ
た
旅

行
を
毎
年
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
の
会

員
は
約
二
十
人
、
旅
行
の
時
は
会
の
評

判
を
聞
い
て
臨
時
に
参
加
す
る
人
も
少

く
あ
り
ま
せ
ん
。

旅
行
先
は
こ
れ
ま
で
、
萩
、
倉
敷
、

四
国
、
京
都
、
飛
騨
高
山
、
富
士
、
箱

根
な
ど
東
北
地
方
、
北
海
道
を
除
く
仝

国
各
地
に
及
ん
で
い
ま
す
。

会
で
は

「
小
さ
な
力
で
す
が
、
新
高

森
線
の
利
用
促
進
の
た
め
に
、
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
」
と
来
年
の
旅
行
に

向
け
て
積
み
立
て
を
始
め
て
い
ま
す
。
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ハ
草
　
部
∨

阿
南
　
武
勝

阿
一Ｈ
　
久
■

Ｌ
（一へ
　
　
　
山一，ヽ′，

∧
芹
　
口
∀

中
村
　
　
准
一

甲
斐
　
　
清

∧
永
野
原
∨

工
藤
　
安
夫
　
伯
母

工
藤
　
進
二
　
養
父

田
上
　
公
贋
　
祖
母

∧
下
　
切
∨

工
藤
　
光
高
　
　
母

∧
矢
津
田
Ｖ

け
　
本
田
　
″密
‐――

か
、　
本
田
　

―ｌｉ
照

け
　
安
藤

ツ
ル
ェ

け
　
‐‐ケ
Ｌ
ウ
タ
エ

妻
　
山有
下

ツ
■
子

阿
蘇
の
野
の
花
た
ち
に
さ

さ

げ

る

「
第
五
回
は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
六
月
三
卜
日
、
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村

で
開
か
れ
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
千

三
百
人
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
は
阿
蘇
の
原
野
に
自
生

し
、
梅
雨
ど
き
に
薄
紫
色
の
花
を
咲
か

せ
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
こ
の
花
の
美

し
さ
に
ひ
か
れ
た
熊
本
市
在
住
の
作
曲

家
林
田
戦
太
郎
さ
ん
が
組
山

「
は
な
し

の
ぶ
」
を
作
曲
し
た
の
が
き

っ
か
け
で

五
年
前
か
ら
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。

五
月
十
二
日
に
は
野
草
園
を
お
訪
ね
に

な
っ
た
天
皇
陛
下
も
演
奏
を
お
聴
き
に

な
り
、
た
い
へ
ん
お
喜
び
に
な
り
ま
し

た
。コ

ン
サ
ー
ト
は
野
草
園
の
は
な
し
の

本
田

本
田

安
藤

井
上

岩
下

伯
了

正
長

良

一吉
心

政
義

父
　
後
藤

父
　
野
尻

一
馬

節
喜

高原にマン １１
ソ

いト ンの音

草
部
地
区

父
　
阿
南
今
朝
時

妻
　
阿
南
ヤ
ス
子

母
　
黒
木
力
子
ノ

妻
　
中
村
ツ
ギ

エ

養
母
　
甲
斐
シ
ズ
カ

∧

中

∨

二
子
石
　
高

矢
津
田
　
剛

二
子
石

一
蔵

父
　
後
藤
　
正
道

夫
　
中
村
喜
之
輔

父
　
後
藤
　
一呂
芳

窪

田

ト

メ
オ

ト

メ

カ

下
田
ア
十
二

野
崎
　
満
男

杉
永
百
合
子

山
村
ツ
ム
ニ

森
野
　
哲
司

馬
場

Ｆ

沼
林

武 勉

児
玉
　
武
朝

矢
津
田
キ
ミ
エ

ニ
子
石
ト
ク

赤
星
　
チ
ヨ

瀬
井
サ
カ
エ

小
倉
　
智
幸

匡
Ｎ
盾
小
テ

ル

ヨ

野
尻
　
ツ
ジ

母
　
甲
斐

マ
サ
エ

母
　
古
寺
ヨ
シ
ェ

夫
　
古
澤
　
　
巧

後
藤
　
正
興

中
村
　
　
澄

後
藤
サ
カ
ェ

∧
上
　
町
∨

菅
原
ヒ
サ
エ
　
　
母

∧
旭
　
通
∨

橋
本
シ
ズ
子
　
　
夫

工
藤
　
亮
介
　
　
母

三
森
　
康
男
　
　
妻

荒
牧
　
末
喜
　
　
妻

∧
昭
　
和
∨

岩
本
　
孝
雄

佐
藤
　
民
夫

津
留
　
寅

一

Ｅ
藤

ソフ
イ
ｒ

Ｉ
藤
　
正
俊

占

‐――

マ
サ

エ

工
藤
ト
シ
ノ
　
　
　
Λ
尾
　
下
∨

はな しのぶコンサー ト

これ まで 最 多 の 聴 衆

大勢の聴衆を魅了したはなしのぶコンサー ト

祖
先
の
霊
を
供
養
す
る
お
盆
。
都
会

で
は
七
月
十
五
日
を
中
心
に
十
三
日
か

ら
十
六
日
ま
で
を
お
盆
と
呼
ぶ
よ
う
で

す
が
、
本
町
で
は
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
が

八
月
十
三
日
の
夕
方
か
ら

「
お
盆
」
に

は
い
り
ま
す
。

お
盆
と
い
う
の
は
孟
蘭
盆
の
略
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
供
え
物
を
盆
に
盛

っ
て
、

仏
や
仏
弟
子
を
供
養
し
、
そ
の
功
徳
で

衆
生
の
苦
し
み
を
救
う
意
味
だ
そ
う
で

満
助
郎

正
昭

一　
　
　
Ａ
村
　
山
Ｖ

池
田
　
　
ｌｉ
　
　
ｌ

∧
上
　
在
∨

す
ｃ本

町
で
今
年
初
盆
を
迎
え
る
ご
家
庭

は
次
の
六
十
戸
で
す
。
お
参
り
す
る
方

々
の
利
便
を
考
え
て
地
域
別
に
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。
記
載
順
は
ご
遺
族
の
お

名
前
、
続
柄
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

重
野
　
武
彦
　
　
け

∧
横
　
町
Ｖ

窪
田
　
政
恭
　
　
け

∧
下
　
町
Ｖ

野
崎
　
保
男
　
　
ひ
、

杉
永
　
健
次
　
　
奏

山
村
サ
チ
ｉ
　
　
け

森
野
ス
、ヽ
～
　
長
男

Ａ
津
　
留
Ｖ

馬
場
メ
カ
ｒ
　
　
た

津
口
‐‐‐　
武
利
　
　
少
、

林
　
　
　
勝
　
＝
け

∴
　
森
　
▼

下
田
Ｌ
喜
男
　
薬
け

∧
津

赤
星
　
・

瀬
井

小
倉Λ

野
　
尻
∨

馬
原
　
一
喜
　
　
妻

野
尻
　
惟
通
　
　
母

甲
斐
　
秀
次

古
寺

　

清

古
澤
ス
ミ
子

∧
河
　
原
Ｖ

後
藤
　
　
通

野
尻
　
昭
光

中
川
　
市
郎

桐
原
　
郁
雄

中
川
　
久
雄

∧
天
　
神
∨

八
田
　
ユ
ク

ツ

マ

人
　
八
日
　
格
一．

友
　
中
川
ト
ミ
二

か
、　
桐
原
　
清
保

け
　
中
川

ハ
ナ
ｒ

ぶ
広
場
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

雨
の
た
め
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ
ジ
に
変

更
、
鉢
植
え
の
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
に
囲
ま
れ

て
の
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

演
奏
会
で
は
ま
ず
、
高
森
小
学
校
音

楽
部
の
二
十
人
が
、

「
ゆ
か
い
に
歩
け

ば
」

「
花
の
ま
わ
り
で
」
な
ど
四
曲
を

披
露
、
続
い
て
林
田
さ
ん
の
指
揮
で
、

尚
細
高
校
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

の
四
十
二
人
が

「
エ
ー
デ
ル
フ
イ
ス
」

「
青
い
山
脈
」
四
楽
章
か
ら
な
る
組
山

「
は
な
し
の
ぶ
」
な
ど
十
曲
を
演
奏
し

ま
し
た
。

ま
た
、

「
阿
蘇
の
野
の
花
」
歌
詞
募

集
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
、
高
森

・
下
町

の
恵
良
キ
ヨ
子
さ
ん
（五
七
）が
佳
作
入
選

し
ま
し
た
。

高
森
小
に
門
柱
が
完
成

隣
麟
姓

還
暦
記
念
に
贈
る

生
も
賛
同
じ

ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど

開
か
れ
た
除

幕
式
に
は
、

約
三
十
人
が
出
席
、
恩
師
の
松
井
実
さ

ん
（七
六

。
大
津
町
在
住
）
と
山
室
ツ
ユ

さ
ん
（七
三
・
色
見

・
西
丁
）
も
招
待
し

ま
し
た
。
式
典
後
は
全
員
が
教
室
で
幼

い
日
の
授
業
風
景
を
再
現
、
二
人
の
恩

師
の
授
業
を
受
け
て
、
遠
い
音
を
な
つ

か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

完
成
し
た
門
柱
は
、
縦
六
十

一
考
、

横
四
十
五
考
、
高
さ
百
六
十
八
考
の
ミ

カ
ゲ
石
製
の
立
派
な
も
の
、
右
の
柱
に

高
森
町
立
高
森
小
学
校
、
左
の
柱
に
昭

和
六
十
年
六
月

一
日
建
立
の
文
字
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
門
柱
の
そ
ば

に
は
建
立
者
の
名
前
を
刻
ん
だ
、
記
念

碑
も
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

完

成

し

た

門

柱

貴 寅 貞
好 夫 雄

長  養
男 母 母

叔
母 母 父

留
∨

●   ●
修
』
難
■

11サ

1木

森 熊
り||

滋
るゞゝ
zヽ3

蛹

鰈

父 父 け

`山IΠ

品
森
地
区

上
色
見
小
三
年
連
続
優

●   ●勝

阿
蘇
南
部
地
区

こ

ど

も

自

転

車

大

会

∧
洗
　
川
Ｖ

後
藤
　
忠
男
　
祖
け
　
後
藤

ア
■
ト

∧
大
　
村
Ｖ

字
藤
チ
ヤ
ｒ
　
　
人
　
宇
藤
　
典
次

∧
前
　
原
Ｖ

後
藤
　
大
和
　
　
け
　
後
藤
千
リ
ェ

Ａ
山
　
鳥
Ｖ

岩
下
　
欧
――――
　
　
か
、　
山有
下
　
友

一

こ
の
名
簿
は
、
Ｌ
月
二
―
九
日
現
在

で
作
成
し
ま
し
た
し

小
）
③
檎
木
野
崇

（
上
色
見
小
）

第
十
三
回
交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車

阿
蘇
南
部
地
区
大
会

（阿
蘇
南
部
地
区

交
通
安
全
協
会
主
催
）
が
、
七
月
九
日

午
前
九
時
か
ら
高
森
小
学
校
体
育
館
で

開
か
れ
、
上
色
見
小
学
校
チ
ー
ム
が
団

体
で
三
年
連
続
優
勝
し
ま
し
た
。

交
通
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
事
故

防
止
を
図
ろ
う
と
毎
年
開
か
れ
て
い
る

も
の
で
、
高
森
町
、
白
水
村
、
久
木
野

村
、
長
陽
村
か
ら
八
チ
ー
ム
が
参
加
。

競
技
は
一
チ
ー
ム
四
人
の
学
科
と
技
能

の
総
合
点
を
競
う
も
の
で
、
技
能
テ
ス

卜
で
は
信
号
機
や
標
識
に
し
た

が

っ
て
走
る
コ
ー
ス
、
幅
三
十

多
長
さ
十

，レ‐
の
板
の
上
を
二
十

五
秒
以
上
で
走
る
コ
ー
ス
や
ジ

グ
ザ
グ
に
進
む
ス
ラ
ロ
ー
ム
、

デ
コ
ボ
コ
道
の
コ
ー
ス
な
ど
に

こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
】
　

①
上
色
見
小

②
白
水
小
③
野
尻
小

今
年
還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
、高
森
・横

町
の
後
藤
幸
充
さ
ん
（五
九
）
ら
、
大
正
十

四
、
十
五
年
生
ま
れ
の
五
十
二
人
で
作

っ
て
い
る
「
七
年
会
」
は
還
暦
記
念
に
、

母
校
の
高
森
小
学
校
に
門
柱
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
会
の
メ
ン
バ
ー
は
昭

和
七
年
に
同
校
に
入
学
し
た
同
級
生
。

二
十
年
前
の
厄
晴
記
念
に
南
正
門
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
間
柱
を
改
修
し
ま

し
た
が
、
表
面
に
は
っ
た
大
理
石
が
は

が
れ
落
ち
、
基
礎
が
雨
水
で
洗
い
出
さ

れ
て
危
険
な
た
め
建
て
替
え
を
計
画
、

遠
く
は
千
葉
、
大
阪
な
ど
に
住
む
同
級

鶴 森 熊
林  川

ケ

サ

来 至 ヨ

谷
川

ヨ
シ
エ

橋
本
　
義
則

工
藤
セ
キ
ノ

三
本
裕
ト
シ
ェ

荒
牧
　
　
鈴

父
　
岩
本
　
　
計

母
　
佐
藤
ア
サ
カ

父
　
津
留
　
　
博

色
見
地
区

【個
人
】

②
白
石
保
男

（上
色
見

ｉ
＝
Ｔ

お
参
り
す
る
と
き
の
御
仏
前
な
ど
は
ロ
ー
ソ
ク
、
線
香
代
と
い
う
本
来
の

趣
旨
に
か
え
り
、
見
え
を
は
ら
な
い
よ
う
に
―
―
。
ま
た
初
盆
の
接
待
は
お

茶
だ
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

∧
社
会
教
育
委
員
会
∨

3年連続優勝をした上色見小チーム

ス κ

野
尻

％

〃


